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■卒業者に占める就職者の割合
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アーツカレッジヨコハマ 昭和58年4月1日 藤井　路子
〒220-0072
神奈川県横浜市西区浅間町二丁目105-8

（電話） 045-324-0011

（別紙様式４）

令和4年6月30日
（前回公表年月日：令和2年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人情報文化学園 昭和58年4月1日 中村　麻美
〒220-0072
神奈川県横浜市西区浅間町二丁目105-8

（電話）

商業実務 商業実務専門課程 情報処理学科
平成22年文部科学省

告示第153号
-

学科の目的 企業と連携し、資格知識を社会人として活かせる実践的かつ専門的な知識・技術・技能を身につけたエンジニアを育成する。

045-324-0011
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成27年2月17日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1890時間 1140時間 750時間 0時間

学期制度
■１学期：4月1日～7月第1週まで
■２学期：7月第2週～11月第4週まで
■３学期：11月第5週～翌年3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
成績評価は、期末試験等の成績、平常の成績及び出席率
を総合評価して決定します。
各教科の評価方法は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階です。
この４段階評価のうち、Ａ、Ｂ、Ｃは合格、Ｄは不合格となりま
す。

50人 46人 5人 4人 5人 9人

長期休み
■夏　 季：8月1日～8月31日まで
■冬　 季：12月第4週～翌年1月7日まで
■学年末：3月第3週～3月31日まで

卒業・進級
条件

卒業条件
各学年の教育課程の修了は、期末試験等により成績評価を
行い、その評価に基づいて課程修了の認定を行う。生徒が
所定の全教育課程を修了したと認められるときは、卒業証
書を授与する。
進級条件
学科の教育課程に定められた必修科目(選択必修科目を含
む)のうち当該学年までに履修しなければならない科目を合
格(成績評価がC以上)すること。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 ハッカソン、新入生研修旅行、学園祭、卒業研究発表会、卒
業研修、各種コンテスト電話・メールでの連絡、個人面談、保護者連携、出席管理、カ

ウンセリング

■サークル活動： 有

株式会社メディアネットワーク、株式会社株式会社Polestar-
ID、株式会社デジタルワークスエンターテインメント

（令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得す
るもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等
学生ITコンテスト2021　入賞

： 92.9
■その他
・就職希望せず：１人

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　： 13

令和3年4月1日時点において、在学者41名（令和3年4月1日入学者を含む）
令和4年3月31日時点において、在学者37名（令和4年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

経済的理由、健康上の理由

就職等の
状況※２

■就職率　　　　　　     ： 92.9

令和4年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
面接練習、個別面談、授業内での指導、学内企業セミナーの
実施

■卒業者数　　　　　　　： 14
■就職希望者数　　　　： 13

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

■中退防止・中退者支援のための取組
電話・メールでの連絡、個人面談、保護者連携、出席管理、カウンセリング



当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

URL:https://www.kccollege.ac.jp/

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
※有の場合、制度内容を記入
特別奨学生入学：筆記試験と面接の結果、合格の場合は、初年度学費より73万円から10万円まで合格区分に応じて免除
高校既卒者応援入学：高校等の既卒者で、将来の自分のために頑張る人を応援する制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載
令和3年度においては実績者なし

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



種別

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

一般社団法人神奈川県情報サービス産業協会
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

藤井　路子

黒田　宗巳

今野　愛美

学校法人情報文化学園アーツカレッジヨコハマ
校長

学校法人情報文化学園アーツカレッジヨコハマ
情報処理学科　学科長

学校法人情報文化学園アーツカレッジヨコハマ
情報処理学科　教員

令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

齊藤　雅宏 ジスクソフト株式会社
令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

伊藤　淳
学校法人情報文化学園アーツカレッジヨコハマ
教務部 部長代理 兼 ゲームクリエイター学科 学
科長

令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

年々早まる就職活動に備え、１年の２学期までに基礎技術を習得する授業を終わりにし、３学期より実践的なシステム開発
をおこなうカリキュラムへと変更した。

（開催日時（実績））
令和３年度第１回　令和３年7月28日　15:30～16:30
令和３年度第２回　令和３年12月8日　15:30～17:00

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業等と組織的な連携体制を確保するため教育課程編成委員会を設置し、教育課程編成委員会であげられた意見をもと
に、別途話し合いの場を設けカリキュラムを編成している。委員は、業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有
する業界団体や、実務に関する知識、技能、能力などについて知見のある企業等の役員又は職員や、専攻分野に関する
学会や学術機関等の有識者から構成し、教育課程編成で必要となる授業科目の開設・改善・工夫等に関する意見を積極
的に提案し、それを教育課程編成に活かすものとする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会規定に基づき、委員会で編成された学科の教育課程案は、カリキュラム編成会議で協議する。また、
学校運営会議および理事会の承認を得て正式な教育課程となる。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

桃澤　由美子 日本企画株式会社
令和4年4月1日～令和6年3月
31日（2年）

令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

令和4年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

高橋　佑至

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

情報処理技術を利用した便利なシステムの開発を行い、クライアントの要求にこたえられる技術者を育成するために、情報
処理技術者として必要な知識や技術力を養えるようにする。そのため演習中心の授業を行い、学生が制作した課題に対し
て、フィードバックをし、評価を行う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、12月）



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

授業科目の本校担当教員と連携協定を締結した企業の授業担当者が講義・演習に事前の打ち合わせを行い、内容と学生
の学習成果の達成度評価指標等について定める。
期間中の制作進行は担当教員が指導しつつ、企業の授業担当者は専門性の高い技術的な指導と制作物に対するフィード
バックを実施する。さらに企業の授業担当者には授業内で制作した成果物を見てもらい、学生の総括と学習成果の評価を
もらう。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
研修規程第5条に基づき、本校教職員は、担当業務を遂行するために必要な知識・技術・技能の向上を図るとともに、新たな業務上の要請に応え
るための能力開発・向上に努めなければならない。また、情報処理学科の研修計画の立案に対しては、研修規程第6条に基づき、教育課程編成委
員会から提出される、必要となる実務に関する知識、技術、技能修得、及び、授業、学生に対する指導力向上を目的とした企業等と連携した研修
計画案に留意した計画を作成しなければならない。そして、その研修計画作成に際しては、教員の業務経験や能力や役職に応じて作成する。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

システム開発ⅠⅡ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｺﾝﾃｽﾄⅡ

クライアントの要求を考え、システム開発の要件定義から開
発工程までを学び、完成作品対し企業から評価をもらう

日本企画株式会社
ジスクソフト株式会社

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「レジリエンスの向上をはかるための研修」（連携企業等：株式会社ビーコンラーニングサービス）
期間：令和5年3月下旬（予定）　　　対象：全教員
内容：ストレス耐性の低い学生への対応方法をテーマとした「レジリエンス」研修

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本校と密接に関係する学校外関係者が、本校の実施した自己評価結果を踏まえた教育活動、学校運営等に係る現状の課
題を共有し、今後の改善方策等について、学校関係者評価委員会を通じて助言等を行い、広く公表するとともに、本校が実
施する自己評価の改善方策の検討においてこの助言を活用し、重点目標の設定や具体的取組の改善を図るものとする。
また、学校関係者評価は「私立専門学校等評価研究機構　専門学校等評価基準」の評価項目を使用し、評価結果はWeb
サイトへ掲載する。

研修名「5Gによって描かれる製造分野の未来について」（連携企業等：公益財団法人神奈川産業振興センター等）
期間：令和3年2月15日(月)　　　対象：情報処理学科　教員　今野 愛美
内容：「5Gの動向」と「5Gが描く製造業の未来」について

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「コーチング研修」（連携企業等：株式会社ビーコンラーニングサービス）
期間：令和4年3月15日（火）　　　対象：全教員
内容：学生指導のためのコーチングスキルを習得する

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「第17回横浜ITフォーラム」（連携企業等：一般社団法人神奈川県情報サービス産業協会）
期間：令和4年11月24日（木）　　　　　　対象：情報処理学科　学科長　黒田 宗巳　教員　長谷川 愛美
内容：横浜市内ＩＴ企業を中心にＩＴ企業の経営に役立つ講演会を実施し、參加者のビジネス創生や事業活性化を支援する



種別
業界団体
役職員
企業等委
員
企業等委
員

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動 基準3　教育活動
（４）学修成果 基準4　教育成果
（５）学生支援 基準5　学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準1　教育理念・目的・育成人材像等
（２）学校運営 基準2　学校運営

（９）法令等の遵守 基準9　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準10　社会貢献
（１１）国際交流 実施していない

（６）教育環境 基準6　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準7　学生の募集と受け入れ
（８）財務 基準8　財務

高橋　佑至 株式会社ネットフォレスト
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、できる限り教育活動を低下させないようにイベントの実施をしてきた。卒業研究発
表会においては時間制とし、学年、学科を入れ替え、企業や保護者の見学時間を調整した。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和4年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

花井　直人 有限会社熱中日和
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

川原吹　亮 株式会社ビーダッシュ
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校生徒及びその保護者、業界関係者、入学希望者及びその保護者に対し、学校全体の状況が把握できるよう、本校の
教育活動並びに学校運営の状況に関する情報を、Webサイトを通じて提供する。そして、本校関係者間の共通理解を深め
ることにより、学校運営に対する支援、企業との連携による教育活動の充実等により、本校教育の質の確保と向上を図るも
のとする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画  1.学校概要

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:https://www.kccollege.ac.jp/
公表時期：令和4年9月30日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.kccollege.ac.jp/

（８）学校の財務  8.財務状況
（９）学校評価  9.学校評価
（１０）国際連携の状況 10.留学生の受け入れ

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（５）様々な教育活動・教育環境  5.教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援  6.学生への生活支援
（７）学生納付金・修学支援  7.学生納付金・就学支援

（２）各学科等の教育  2.各学科の教育内容

（１１）その他 実施していない

（３）教職員  3.学校組織及び教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育  4.キャリア教育・実践的職業教育



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇
プログラミン

グ基礎Ⅰ

さまざまな開発現場で使用されるC言語を通
して、プログラミングに必要な変数、条件
分岐、繰り返し、アルゴリズムを学習す
る。

1
①

60 〇 △ 〇 〇

〇
プログラミン

グ基礎Ⅱ

さまざまな開発現場で使用されるC言語を通
して、プログラミングに必要な変数、条件
分岐、繰り返し、アルゴリズムを学習す
る。

1
②

60 〇 △ 〇 〇

〇
プログラミン

グ基礎Ⅲ

さまざまな開発現場で使用されるC言語を通
して、プログラミングに必要な変数、条件
分岐、繰り返し、アルゴリズムを学習す
る。

1
③

30 〇 △ 〇 〇

〇
Webプログラ
ミングⅠ

Webサイトの制作に使用されるHTML、CSS、
JavaScript、PHPを学習する。Webサイトの
品質にかかせないデザインも修得する。

1
①

60 〇 △ 〇 〇

〇
Webプログラ
ミングⅡ

Webサイトの制作に使用されるHTML、CSS、
JavaScript、PHPを学習する。Webサイトの
品質にかかせないデザインも修得する。

1
②

60 〇 △ 〇 〇

〇
Webプログラ
ミングⅢ

Webサイトの制作に使用されるHTML、CSS、
JavaScript、PHPを学習する。Webサイトの
品質にかかせないデザインも修得する。

1
③

30 〇 △ 〇 〇

〇
国家試験対策
Ⅰ

基本情報技術者試験、応用情報技術者試験
の合格に向け、対策講座を行う。

1
①

60 △ 〇 〇 〇

〇
国家試験対策
Ⅱ

基本情報技術者試験、応用情報技術者試験
の合格に向け、対策講座を行う。

1
②

60 △ 〇 〇 〇

〇
国家試験対策
Ⅲ

基本情報技術者試験、応用情報技術者試験
の合格に向け、対策講座を行う。

1
③

60 △ 〇 〇 〇

〇
就職導入講座
Ⅰ

就職活動に必要な業界研究、書類作成、面
接対策などを学習する。

1
①

30 〇 △ 〇 〇

〇
就職導入講座
Ⅱ

就職活動に必要な業界研究、書類作成、面
接対策などを学習する。

1
②

30 〇 △ 〇 〇

授業科目等の概要

（商業実務専門課程情報処理学科）令和４年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



〇
就職導入講座
Ⅲ

就職活動に必要な業界研究、書類作成、面
接対策などを学習する。

1
③

30 〇 △ 〇 〇

〇
システム開発

Ⅰ

本校と連携している企業から、実際の仕事
に対する考え方や進め方、制作をを学ぶ。
また、実際にチームで開発した作品をプレ
ゼンし、評価をいただく。

1
③

90 △ 〇 〇 〇 〇

〇 サーバ基礎Ⅰ
さまざまなサービスを提供するサーバにつ
いて、サーバのOSとして使用されるLinuxと
データベースの操作から学習する。

1
①

60 〇 〇 〇

〇 サーバ基礎Ⅱ
さまざまなサービスを提供するサーバにつ
いて、サーバのOSとして使用されるLinuxと
データベースの操作から学習する。

1
②

60 〇 〇 〇

〇 サーバ基礎Ⅲ
さまざまなサービスを提供するサーバにつ
いて、サーバのOSとして使用されるLinuxと
データベースの操作から学習する。

1
③

30 〇 〇 〇

〇 簿記Ⅰ
企業活動におけるお金の流れを学習し、金
融系システムの開発に活かす。

1
①

30 〇 △ 〇 〇

〇 簿記Ⅱ
企業活動におけるお金の流れを学習し、金
融系システムの開発に活かす。

1
②

30 〇 △ 〇 〇

〇 簿記Ⅲ
企業活動におけるお金の流れを学習し、金
融系システムの開発に活かす。

1
③

30 〇 △ 〇 〇

〇
スキルアップ
講座Ⅰ

ハードウェアを利用したIoT製品の開発
1
②

45 〇 △ 〇 〇

〇
プログラミン
グ応用Ⅰ

Pythonを使用して仕事で生かせるプログラ
ミングを学習する。その他、人工知能
（AI）とデータセットの作り方も学習す
る。

2
①

30 〇 △ 〇 〇

〇
プログラミン
グ応用Ⅱ

Pythonを使用して仕事で生かせるプログラ
ミングを学習する。その他、人工知能
（AI）とデータセットの作り方も学習す
る。

2
②

30 〇 △ 〇 〇

〇
プログラミン
グコンテスト
Ⅰ

プログラミングコンテストに応募する作品
を制作する。プレゼンテーションを行う機
会もあり、さまざまなことを学習できる。

2
①

60 △ 〇 〇 〇

〇
プログラミン
グコンテスト
Ⅱ

プログラミングコンテストに応募する作品
を制作する。プレゼンテーションを行う機
会もあり、さまざまなことを学習できる。

2
②

150 △ 〇 〇 〇

〇 卒業研究Ⅰ
２年間の集大成として、各自でシステムや
アプリケーションを発案し、グループ・個
人での開発を行う。

2
③

210 △ 〇 〇 〇



〇
就職対策講座
Ⅰ

具体的な就職活動の方法を学習し、試験に
臨む。さらに内定獲得後は、社会人として
必要なルール・マナーを学ぶ。

2
①

30 〇 △ 〇 〇

〇
就職対策講座
Ⅱ

具体的な就職活動の方法を学習し、試験に
臨む。さらに内定獲得後は、社会人として
必要なルール・マナーを学ぶ。

2
②

30 〇 △ 〇 〇

〇
就職対策講座
Ⅲ

具体的な就職活動の方法を学習し、試験に
臨む。さらに内定獲得後は、社会人として
必要なルール・マナーを学ぶ。

2
③

30 〇 △ 〇 〇

〇 サーバ応用Ⅰ
さまざまなサービスを提供するサーバの仕
組みを学習する。サーバを使用したシステ
ムの開発も行う。

2
①

30 〇 〇 〇

〇 サーバ応用Ⅱ
さまざまなサービスを提供するサーバの仕
組みを学習する。サーバを使用したシステ
ムの開発も行う。

2
②

30 〇 〇 〇

〇
システム開発
Ⅱ

本校と連携している企業から、実際の仕事
に対する考え方や進め方、制作をを学ぶ。
また、実際にチームで開発した作品をプレ
ゼンし、評価をいただく。

2
①

90 △ 〇 〇 〇 〇 〇

〇
国家試験対策
Ⅳ

基本情報技術者試験の午前試験で出題され
る問題を解くために、必要な知識と解法を
学習する。

2
①

60 〇 △ 〇 〇 〇

〇
国家試験対策
Ⅴ

基本情報技術者試験の午後試験で出題され
る問題を解くために、必要な知識と解法を
学習する。

2
②

60 〇 △ 〇 〇 〇

〇
国家試験対策
Ⅵ

応用情報技術者試験で出題される問題を解
くために、必要な知識と解法を学習する。

2
③

60 〇 △ 〇 〇 〇

〇
スキルアップ
講座Ⅱ

これまでに学習した内容を活かしてソフト
ウェアを開発する。

2
②

45 〇 △ 〇 〇

35　　科目合計 1890単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業時：情報処理学科　1890時間　   単位
１学年の学期区分 3期
１学期の授業期間 10週

（留意事項）
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